
 

２０２１年８月２日 

【新宿大型開発プロジェクト】 

明治安田生命新宿ビル新築工事着工のお知らせ 

～サステイナブルな社会づくりと地元の活性化に貢献～ 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 永島 英器）は、２０２１年８月１日付で  

「（仮称）明治安田生命新宿ビル」（（仮称）西新宿一丁目地区プロジェクト）の新築工事に

着手しましたので、お知らせします。 

１．明治安田生命新宿ビルについて 

明治安田生命新宿ビル（以下、新宿ビル）は、旧安田生命の本社ビルとして   

１９６１年に竣工しました。 

新宿ビルは新宿副都心の開発に先駆けて建設され、今日に至るまで新宿駅西口を

象徴する建物として多くの方々に親しまれてきましたが、竣工後５０年が経過し、

設備等の老朽化が進んだことから隣接するビルとあわせて建替えることにしました。 

 

２． 新宿大型開発プロジェクトのコンセプト 

① 新たな新宿のまちづくりへの貢献 

新宿駅を中心とするエリアは、２０１８年に東京都と新宿区による「新宿の拠点

再整備方針」（以下、再整備方針）が策定され、現在、新宿のまちとターミナルの特性を

活かした多様な機能の集積や交流空間の整備、歩行者の回遊性の向上を図り生まれ 

変わろうとしています。 

こうしたなか当社のプロジェクトは、再整備方針策定後初の大型開発であり、 

新宿駅を中心とした新たなまちづくりにおいて先駆けの役割を担うプロジェクト

となります。 

このプロジェクトでは世界一のターミナル駅である新宿駅直結の立地条件を 

活かし、低層階は複数の店舗や飲食店等のオフィスワーカーへのサービス施設、 

中層階から高層階は新宿エリアで最大級の規模となる１フロア８００坪超の専有

面積を有する高品質なオフィスを配し、国内外のビジネスを展開する企業のヘッド

オフィスに相応しい機能とグレードを提供いたします。 

また、当社の経営理念である「確かな安心を、いつまでも」の体現をめざし、   

アフターコロナを見据えた換気能力向上等の感染症対策や人が憩い・佇むことが 

できる空間の形成等を通じて、誰もが健康で安心して利用できる環境づくりを  

行ないます。 

こうした取組みによりご利用者、ご入居者、地域社会のみなさまに信頼され、  

選ばれ続ける良質で人にやさしいビルを実現し、新宿駅西口の新たなシンボル  

として街づくりに貢献してまいります。 

 



 

 

② サステイナブルな社会づくりへの貢献 

自然換気口・太陽光発電等の自然エネルギー活用、地域冷暖房やエネルギーロスを

抑制する高効率設備の採用等により建物環境性能※１を向上しＣＯ２排出量を大幅に

削減するとともに、グリーン電力のテナント供給、電気自動車の充電設備設置や  

屋上庭園（約２６０坪）を含む敷地内の積極的な緑化等の検討を行ない、環境保全・

気候変動への対応に取り組みます。 

当社は、ＣＯ２削減目標※２を２０３０年度△５０％、２０５０年度△１００％ 

（排出量ネットゼロ）に設定しています。今後も不動産投資を通じ、サステイナブルな

社会づくりに向けた取組みを推進してまいります。 

※1 ＰＡＬ*（年間熱負荷係数）低減率２０％以上、およびＥＲＲ（エネルギー低減率）２０％以上 

※2 ２０１３年度対比。詳細は、２０２１年７月５日付リリース「ＣＯ２排出量をネットゼロとする

目標の設定および脱炭素社会の実現に貢献する取組みについて」参照 

   https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/news/release/2021/pdf/20210705_05.pdf 

 

③ 地域社会への貢献 

低層部の２階には、地域の方々による様々なイベント開催や、災害時の帰宅困難者

受入れにも活用できるホールを設置するほか、地域のニーズに応えた子育て支援 

施設を設けるなど、当社が推進する「地元の元気プロジェクト」※３とも連動し、  

地域社会へ積極的に貢献してまいります。 

※3 地域のみなさまの暮らしの充実や、地域の課題解消への貢献に向け、当社従業員が「ひと」や

「職場」、「まち」 をつなぐ ”担い手”となり、 地域のみなさまにあたたかい 「つながり」を

お届けする支援等の取組み 

 

【（仮称）明治安田生命新宿ビル概要】 

所在地 東京都新宿区西新宿一丁目９番 

交通 ＪＲ・私鉄・地下鉄「新宿駅」直結 

敷地面積 ６，２９４.７２㎡（約１,９００坪）※４ 

延床面積 ９６，９０１.９４㎡（約２９,３００坪） 

階数／建物高さ 地上２３階、地下４階 ／ 約１２６ｍ 

構造 鉄骨造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造）、制振構造 

主な用途 

事務所（４階～２２階 約１５，５００坪 1フロア専有面積８００坪超）、 

店舗（地下１階～１階 約８５０坪）、ホール（２階 約１００坪）、 

その他（子育て支援施設、駐車場等） 

設計監理 株式会社日建設計 

施工 大成・竹中建設工事共同企業体 

竣工 ２０２５年１１月（予定） 

対応する SDGs 目標 

   

※4 他者所有地を含む 

 

https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/news/release/2021/pdf/20210705_05.pdf


 

以 上 

【外観イメージパース】 

 
（注）本デザインは現時点のイメージです。今後、変更となる可能性があります 

 

【位置図】 

 

 


